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村野藤吾記念会
Togo Murano Committee

第35回村野藤吾賞 受賞者・受賞作品紹介

●受賞作品：

大熊町立学び舎
や

ゆめの森
所在地	 福島県双葉郡大熊町大川原南平2019-1
設計	 飯田善彦＋渡邉文隆／アーキシップスタジオ＋鈴木弘二／鈴木弘人設計事務所
施工	 大成建設
敷地面積	 　33,170.44m2

建築面積	  7,732.78m2

延床面積	 7,917.60m2

階数	 地上2階
構造	 鉄骨造
工期	 2021（令和3）年12月〜 2023（令和5）年7月

●受賞者：

飯田 善彦 （いいだ・よしひこ） 

1950年 埼玉県生まれ／ 1973年 横浜国立大学工学
部建築学科卒業／計画・設計工房、建築計画（元倉真
琴との共同主宰）／ 1986年 飯田善彦建築工房設立／
2023年 アーキシップスタジオに名称変更／ 2007–12
年 横浜国立大学大学院建築都市スクールY-GSA教授／
2013–16年 立命館大学大学院SDP客員教授／ 2014–
17年 法政大学大学院客員教授

選考の経緯および、村野藤吾賞、村野藤吾記念会
についての詳細はWebサイトをご覧ください。
https://www.muranotogoprize.com

飯田 善彦氏
（写真提供：アーキシップスタジオ）

南側に面した屋外スペース。二等辺三角形のグリッドが多様
な外部空間をつくる。   　　　　　　　　（撮影：鈴木研一）

内観。楕円形の図書ひろばを中心に多様な居場所が生まれる。
（撮影：鈴木研一）

（図面提供：アーキシップスタジオ）

1階平面図 2階平面図 

「大熊町立学び舎ゆめの森」は、認定こども園と義務教育学校を一体化した施設で、0
歳から15歳までの子どもたちが共に遊び、学び合う場となっている。大熊町は東日本大
震災に伴う原発事故で全町避難となったが、2019（令和元）年の避難指示解除（大川原地区）
を受け、復興のシンボルとして計画された。未曾有の災害を経験した町だからこそできる、
どこにもない新しい公教育を目指している。
二等辺三角形グリッドの鉄骨造の躯体と、本棚や階段席などの機能を備えた木製什器を
組み合わせ、吹き抜けた「図書ひろば」を囲んで多様な機能が配されている。新たな移住
者も誘引し、当初30人弱であった園児・生徒数は開校後3年を経て100人を超えている。

主な作品：川上村林業総合センター 森の交流館（1997
年）、名古屋大学野依記念物質科学研究館・学術交流館
（2004年）、横須賀市営鴨居ハイム（2009年）、パークハ
ウス吉祥寺OIKOS（2010年）、沖縄県看護研修センター
（2013年）、京都府立京都学・歴彩館（2016年）、龍谷大学
和顔館（2016年）、大熊町立学び舎ゆめの森（2023年）など
主な受賞：1998年日本建築学会賞作品賞、2007年・
2016年BCS賞、2011年グッドデザイン賞 ほか

https://www.muranotogoprize.com
https://www.muranotogoprize.com



